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開議 午前 ８時５６分

◎開議の宣告

〇委員長（齋藤雅文君） ただいまの出席委員数は８名であります。定足数に達しており

ますので、直ちに予算審査特別委員会を開きます。

◎議案第２４号ないし議案第３０号

〇委員長（齋藤雅文君） ただいまより議案第２５号 平成２９年度幌加内町国民健康保

険特別会計予算の説明及び質疑を行います。

事項別明細書より説明をお願いします。

住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、事項別明細書、歳出、２８ページ、２９ページお

開きください。

１款１項１目一般管理費、予算額３，１２５万５，０００円、前年比２，９２２万７，

０００円の増であります。１９節負担金、補助及び交付金、国民健康保険システム導入負

担金２，８６９万円でありますけれども、これにつきましては平成３０年度からの国保都

道府県化に伴いますシステム導入に対する負担金であります。全額国と道からの補助金と

交付金が財源となっております。この目の説明は以上であります。

次に、２目連合会負担金、この目から次のページ、３項１目運営協議会費、ここまでは

特に説明はございません。

次のページ、３２ページをお願いいたします。２款１項１目一般被保険者療養給付費、

予算額１億３，９４５万８，０００円、前年比９４８万８，０００円の減であります。１

９節、一般被保険者療養給付費でありますが、平成２６年度から平成２８年度上期までの

平均値を用いて算出した額でございます。

次に、２目退職被保険者等療養給付費、予算額３５万円、前年比６５万３，０００円の

減であります。１９節、退職被保険者等療養給付費でありますが、平成２８年度上期の給

付状況から算出しておりますけれども、対象者が現在おりませんので、今後を見込みまし

て２名分を計上したところでございます。

次に、３目一般被保険者療養費、予算額６２万８，０００円、前年比５万９，０００円

の増であります。１９節、一般被保険者療養費でありますけれども、平成２６年度から２

８年度、この上期までの平均値を用いて算出したところであります。

次に、４目退職被保険者等療養費、予算額３万円、前年比２万円の減であります。１９

節の退職被保険者等療養費でありますが、これにつきましては平成２７年度から２８年度

上期まで実績がございませんが、２名分を予算計上したところでございます。

次に、５目審査支払手数料、予算額２６万４，０００円、前年度同額であります。この

目につきましては特に説明はございません。

次に、２項１目一般被保険者高額療養費、予算額２，１４５万円、前年比３６万８，０
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００円の増であります。１９節、一般被保険者高額療養費でありますけれども、平成２６

年度から２８年度上期までの平均値、これを用いて算出したところであります。

次に、２目退職被保険者等高額療養費１３万円、前年比８，０００円の増であります。

１９節の退職被保険者等高額療養費でありますけれども、平成２３年度から給付実績があ

りませんが、一般被保険者の平均値を用いて２名分を予算計上したところであります。

次に、３目一般被保険者高額介護合算療養費から次のページ、３項２目退職被保険者等

移送費まで、支給実績がございませんので、前年同額としたところであります。

次に、４項１目出産育児一時金、予算額２１０万円、前年度同額であります。１９節の

出産育児一時金でありますが、昨年１１月までの実績は２件となっておりますけれども、

前年度同額の５件分を予算計上したところであります。

次に、２目審査支払手数料、予算額２，０００円、前年度同額となっております。特に

説明はございません。

次に、５項１目葬祭費、予算額１０万円、前年度同額であります。この目につきまして

も特に説明はございません。

次のページをお願いいたします。３款１項１目後期高齢者支援金、予算額２，５４０万

円、前年比６０万円の増であります。１９節の後期高齢者支援金でありますけれども、後

期高齢者医療制度に対するゼロ歳から７４歳までの国保加入者からの支援金で、国の後期

高齢者全体のうち５割が公費、１割が保険料、４割が支援金として負担するものでありま

す。この額は、社会保険診療報酬支払基金より通知された額を計上したところであります。

次に、２目後期高齢者関係事務費拠出金、予算額４，０００円、前年度同額となってお

ります。この目につきましては特に説明はございません。

次のページをお開きください。４款１項１目前期高齢者納付金、予算額１０万円、前年

比７万円の増であります。１９節の前期高齢者納付金でありますけれども、これにつきま

しては前期高齢者の方の偏在によります保険者間の不均衡を調整する制度でありまして、

前期高齢者の加入割合に関係なく全保険者が負担するものであります。これも社会保険診

療報酬支払基金より通知されております額を計上したところであります。

次に、２目前期高齢者関係事務費拠出金、予算額３，０００円、前年度同額であります。

この目につきましては特に説明はございません。

次のページをお開きください。５款１項１目老人保健医療費拠出金、次の２目老人保健

事務費拠出金でありますが、ともに科目存置でありますので、説明は特にございません。

次のページをお開きください。６款１項１目介護納付金、予算額８１０万円、前年比１

１０万の減であります。１９節、介護納付金でありますが、納付率が未確定のため暫定数

値となっておりまして、４月になりましたら社会保険診療報酬支払基金より金額の通知が

ありますので、それにより算定することとなります。

次のページをお開きください。７款１項１目高額医療費共同事業医療費拠出金、予算額

１，０００万１，０００円、前年比４１５万５，０００円の増、次の２目保険財政共同安



- 65 -

定化事業医療費拠出金、予算額５，８０１万５，０００円、前年比１２１万４，０００円

の増となっておりますが、国保連からの概算通知により予算を計上したところであります。

次に、３目高額医療費共同事業事務費拠出金、次の４目保険財政共同安定化事業事務費

拠出金につきましては、科目存置でありますので、特に説明はございません。

次のページをお願いいたします。８款１項１目特定健康診査等事業費、予算額１４７万

３，０００円、２万１，０００円の増であります。１３節、特定健康診査委託料１３８万

８，０００円でありますが、これにつきましては昨年度より受診機会の拡充を図るため、

従来の特定健診とがん検診をあわせて受診することができる旭川がん検診センターで行っ

ております送迎付きの健診を新たに始めたところでありますけれども、２８年度につきま

しては１０名の方が受診されたところであります。本年度につきましても昨年と同様２０

名分の健診委託料を予算計上しております。この目の説明は以上であります。

次に、２項１目保健衛生普及費、予算額１２１万７，０００円、前年比２０万円の減で

あります。１９節の短期人間ドック補助金１００万円についてでありますが、過去３年間

の実績をもとに人数を算定しておりますが、被保険者数の減少、また若い年代の受診者の

減少など減少傾向にありますので、本年度につきましては昨年度より１０名少ない５０名

分を予算計上したところでございます。この目の説明は以上となります。

次のページをお開きください。９款１項１目基金積立金、予算額７４万４，０００円、

前年比９万４，０００円の増であります。２５節積立金の下段、基金積立金、財政安定化

支援事業６５万４，０００円でありますけれども、これは２８年度の実績で予算計上して

おりますが、平成２９年度の交付税算入額が確定次第補正することとしております。

次のページをお開きください。１０款１項１目利子、この目につきましては科目存置で

ありますので、特に説明はございません。

次のページをお願いいたします。１１款１項１目償還金、次の２項１目延滞金、これら

につきましても科目存置でありますので、特に説明はございません。

次のページお願いいたします。１２款１項１目予備費、予算額３００万円、前年度同額

となっております。この目につきましても特に説明はございません。

以上で歳出の説明を終わらせていただきます。

次に、歳入の説明に入りますので、７ページ、８ページをお開きください。１款１項１

目一般被保険者国民健康保険税、予算額４，７３４万２，０００円、前年比１２６万９，

０００円の減であります。１節医療給付費分現年課税分３，２１９万５，０００円であり

ますが、本年度の被保険者数を前年比２０名減の５２０名と見込んでおります。１人当た

り前年比３４３円減の６万２，１５３円、２名は退職者ということで、５１８名を乗じて

予算計上したところでございます。次の２節後期高齢者支援金分現年課税分でございます。

１，０３６万４，０００円でありますが、これにつきましても被保険者数の見込みが５２

０名でありますので、１人当たり前年比１，３３７円増の２万７円で、５１８名を乗じて

予算計上したところであります。次の３節介護納付金分現年課税分４１５万３，０００円
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でありますが、この被保険者数は前年比１０名減の１８０名と見込んでおります。１人当

たり前年比３８５円増の２万３，３２７円、２名分は退職者ということで、１７８名分を

乗じて予算計上したところでございます。この目につきましては以上であります。

次に、２目退職被保険者等国民健康保険税、予算額２１万３，０００円、前年比２，０

００円の増であります。１節から３節まで、退職被保険者見込み数は先ほど申し上げまし

た一般を除いた分、２名分で見込んでおります。単価につきましては、一般の被保険者と

同じ単価を使って算出したところでございます。４節から６節までは、科目存置でありま

すので、特に説明はございません。

次のページをお開きください。２款１項１目療養給付費等負担金、予算額３，７１５万

円、前年比２６９万２，０００円の減であります。１節現年度分、療養給付費等負担金３，

７１４万９，０００円でありますけれども、前期高齢者医療給付分２，６４４万８，００

０円、後期高齢者支援分８１０万９，０００円、介護納付分２５９万２，０００円の内訳

となっております。

次に、２目高額医療費共同事業負担金、予算額２５０万円、前年比１０３万９，０００

円の増であります。１節高額医療費共同事業負担金２５０万円でありますが、国が４分の

１、道が４分の１、残り２分の１を保険税で対応することとなっております。平成２８年

度の概算拠出金が１，０００万１，０００円でありますので、４分の１を計上したところ

でございます。

次に、３目特定健康診査等負担金、予算額１７万７，０００円、前年比６万３，０００

円の減であります。１節特定健康診査等負担金でありますが、特定健診等に対する３分の

１の補助でありまして、平成２８年度当初申請額と同額を予算計上したところでございま

す。

次に、２項１目財政調整交付金、予算額６７４万円、前年比５７３万９，０００円の増、

次の２目制度関係業務準備事業費補助金、予算額１，７２１万円、前年比１，７２１万円

の増でありますが、これにつきましては歳出の１款でご説明いたしました平成３０年度か

らの国保都道府県化に伴います国保システム導入に対する財政措置分でありますが、特別

調整交付金は対象経費を国と道で２分の１ずつ、制度関係業務関美事業費補助金につきま

しては対象経費全額が措置されることとなっております。

次のページをお開きください。３款１項１目療養給付費等交付金、予算額３４万４，０

００円、前年比８８万７，０００円の減であります。１節現年度分、療養給付費交付金で

３４万３，０００円でありますが、平成２８年度の交付金計算方法により算出しておりま

して、内訳は退職被保険者等療養給付費３万４，０００円、退職被保険者等療養費３万円、

同じく高額療養費１３万円、高額介護合算療養費２万円、移送費１万円、退職前期高齢者

財政調整基準額７万７，０００円、退職後期高齢者支援金額５万４，０００円、これらの

合算の金額となっております。

次のページをお開きください。４款１項１目前期高齢者交付金、予算額７，６１５万８，
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０００円、前年比５０万１，０００円の減であります。１節前期高齢者交付金７，６１５

万８，０００円でありますけれども、これにつきましては前期高齢者の偏在によります保

険者間の不均衡、これを調整する制度となり平成２７年度の精算額と平成２９年度の概算

額の合算による額となります。平成２９年度の概算額が７，３１９万７，６８６円、これ

に対しまして平成２７年度の精算額２９６万１８３円の増ということになります。その他

に調整額１，０３９円を追加しまして７，６１５万８，９０８円となるものでありますけ

れども、社会保険診療報酬支払基金からの試算によるデータで予算計上したところでござ

います。

次のページをお開きください。５款１項１目高額医療費共同事業負担金、予算額２５０

万円、前年比１０３万９，０００円の増、次の２目特定健康診査等負担金、予算額１７万

７，０００円、前年比６万３，０００円の減でありますが、先ほど国の負担金で申し上げ

たものと同じ負担割合で計上したところであります。

次に、２項１目財政調整交付金、予算額１，５０２万７，０００円、前年比５０６万７，

０００円の増であります。１節普通調整交付金９２８万７，０００円についてであります

が、内訳といたしまして医療給付費分６６１万２，０００円、老人医療拠出金分２０２万

７，０００円、介護給付費分６４万８，０００円となっているところであります。次の２

節特別調整交付金５７４万円でありますけれども、先ほど国からの特別調整交付金で説明

いたしましたとおり、国保システム導入に対する道からの財政措置分であります。

次のページをお開きください。６款１項１目高額医療費共同事業交付金、予算額６００

万円、前年比１１１万円の減であります。１節高額医療費共同事業交付金で６００万円で

ありますが、これにつきましては小規模保険者において予想外の高額医療費が生じた場合

に対処する事業でありまして、１件８０万円以上の医療費が対象となっています。平成２

８年度上期の実績をもとに今回予算を計上したところでございます。

次に、２目保険財政共同安定化事業交付金、予算額４，４９０万円、前年比１，９７２

万円の減であります。１節保険財政共同安定化事業交付金で４，４９０万円でありますが、

これは市町村国保間の保険税の平準化及び財政の安定化を図る事業で、平成２７年度より

１件８０万円未満の医療費全てが対象となったところでございます。これにつきましても

平成２８年上期の実績をもとに予算計上したところでございます。

次のページをお開きください。７款１項１目利子及び配当、予算額９万円、前年比１０

万８，０００円の減であります。この目の説明については特にございません。

次のページをお開きください。８款１項１目一般会計繰入金、予算額１，３８４万６，

０００円、前年比６３万８，０００円の減であります。１節、保険基盤安定（軽減分）３

７４万円でありますが、これは低所得者に対する軽減対策分で、道が４分の３、一般会計

で措置する分が４分の１となっております。次の保険基盤安定（支援分）でありますが、

１９３万円となっております。これにつきましては、中間所得層を中心に保険料負担を軽

減するもので、国が２分の１、道が４分の１負担するものでありますが、これらは一般会
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計で受け入れて国保会計へ繰り入れするものであります。次の財政安定化支援事業６５万

４，０００円でありますが、これは交付税で措置される分でありますが、これについても

一般会計で受け入れております。次の出産育児一時金１４０万円でありますが、これは単

価４２万円で５件分の３分の２を町が負担するということで予算計上したところでござい

ます。次の短期人間ドック補助金１００万円でありますが、これは町単費分でありますけ

れども、１件２万円の５０名分ということで予算計上したところであります。次の事務費

４５４万円でありますが、歳出の総務費の一般管理費分２５６万５，０００円、連合会費

負担金分５０万７，０００円、賦課徴収費分５万円、運営協議会費分８万２，０００円、

保健事業の特定健診分１１１万９，０００円、保健衛生普及費分２１万７，０００円の合

算となっております。次の単独事業６０万６，０００円でありますが、これにつきまして

は一般会計において医療福祉対策として医療費助成、乳幼児やひとり親、重度心身障害者

の町単費分の事業費であります。町で上乗せしたことによりまして受給の増加につながり、

国保に波及した分を一般会計から負担することになっているものでございます。

次に、２項１目基金繰入金、予算額３，４３０万円、前年比２，１３０万円の増となっ

ております。１節、国保財政調整基金繰入金でありますが、基金取り崩し分でありまして、

本年度につきましては３，４３０万円を見込んだところでございます。

次のページをお開きください。９款１項１目繰越金、これにつきましては科目存置であ

りますので、特に説明はございません。

次のページお願いいたします。１０款１項１目延滞金から３項２目雑入まで、これらに

つきましても全て科目存置となっておりますので、特に説明はございません。

以上で歳入の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。

事項別明細書、歳出、２８ページから質疑を受けます。２８ページ、２９ページ、質疑

ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３０ページ、３１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３２ページ、３３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３４ページ、３５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３６ページ、３７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３８ページ、３９ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４０ページ、４１ページ、質疑ありませんか。



- 69 -

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４２ページ、４３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４４ページ、４５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４６ページ、４７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４８ページ、４９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ５０ページ、５１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ５２ページ、５３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ５４ページ、５５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 事項別明細書、歳入、７ページに戻ってください。７ページ、

８ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９ページ、１０ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１ページ、１２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １３ページ、１４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １５ページ、１６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １７ページ、１８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １９ページ、２０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２１ページ、２２ページ、質疑ありませんか。

中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 一般会計繰入金の関係ですけれども、先ほど説明がありました。

基本的には法定繰り入れと理解しておりますけれども、例えば人間ドックの単費の繰り入

れであるとか、あるいは出産一時金の繰り入れも法定内繰り入れと理解してよろしいので

しょうか。
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〇委員長（齋藤雅文君） 住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） そのとおりということでございます。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに２１ページ、２２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２３ページ、２４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２５ページ、２６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入歳出全般について質疑ありませんか。

春名委員。

〇６番（春名久士君） 先ほども課長のほうから説明ありましたように、平成３０年度か

ら国保が広域になるということでありますけれども、新聞報道などでは幌加内はかなり保

険料が上がるというような報道もなされております。残すところあと１年ということです

ので、どこまでそこら辺のもろもろの懸案事項が把握されているかはわかりませんけれど

も、広域になったときにどういう形になるのか、わかる範囲内でよろしいですから、説明

していただきたいと思います。

〇委員長（齋藤雅文君） 住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） お答えさせていただきます。

平成３０年度からの都道府県化、現在の状況ということでございますけれども、１１月

に１回算定、仮算定ということで新聞に大きく出まして、その後２月にまた試算が出てお

ります。この後２８年度の決算が出た後に第３回の試算ということで８月をめどに大体の

金額を出すということになっております。今現在の状況では、一応激変緩和措置をとると

いうことが新聞でも出ておりますけれども、現在の保険料からの増加分５％を超える部分

について激変緩和ということで措置を講じるということに今の段階ではなっております。

ただ、この激変緩和の措置の期間、これが一応今６年間ということで基本で動いているそ

うで、その６年たった後に上昇する部分をどうしていくかということで、今後いろいろと

国、道と協議しながら、その６年以降、激変緩和の措置をまた続けてもらうとか、いろい

ろなことを考えていかなければいけないということになっております。今のところその他

のスケジュールといたしましては、以前に議会へ一回ご説明しました日程とほぼ同じく、

２９年度に入りまして道の国保運営協議会から運営方針案の答申というのが５月をめどに

出されると、６月にその運営方針案を道議会へ報告ということで、最終的には７月には道

の運営方針を決定して公表されるという流れで今のところ動いているところでございます。

以上でございます。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに全般について質疑ありますか。

中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 都道府県化とも多少関連はするのですが、保険税関係の滞納分で
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す。多分６月定例会の補正で最終的な調定額は出してくるのでしょうけれども、ここでは

当初の予算ではとりあえず滞納分については六十数万円程度計上しておりますけれども、

実際には４００万円超の滞納があると思うのですが、今後、都道府県化された場合にそこ

ら辺の滞納分がどういう扱いになっていくのかということを伺いたい。

〇委員長（齋藤雅文君） 住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） お答えいたしますが、滞納分についての扱いはまだ検討して

おりません。都道府県化になって、その分をどう扱うかということですね。今のところは

まだ内部の検討しておりませんので、お答えできません。

〇委員長（齋藤雅文君） ということでございます。

全般についてほかに質疑ありますか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これをもちまして国民健康保険特別会計予算の質疑を終わりま

すが、よろしいですか。

（「はい」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、これをもちまして国民健康保険特別会計予算の質疑

を終了させていただきます。

それでは、引き続きまして後期高齢者医療特別会計予算に入らせていただきます。

それでは、議案第２６号 平成２９年度幌加内町後期高齢者医療特別会計予算の説明及

び質疑を行います。

事項別明細書、歳出から説明を願います。

住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） それでは、事項別明細書、歳出、ご説明いたします。

１５ページ、１６ページお開きください。１款１項１目一般管理費、予算額２２万２，

０００円、前年比１万円の増であります。この目につきましては特に説明はございません。

次に、２項１目徴収費、予算額４万１，０００円、前年度同額となっております。この

目につきましても特に説明はございません。

次のページをお開きください。２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金、予算額３，

０３９万５，０００円、前年比４４６万円の増となっております。１９節、事務費負担金

１５０万４，０００円でありますが、市町村均等割１０％、９５万３，３８７円、高齢者

人口割４０％、３０万４，７５７円、人口割５０％分、２４万６，０８６円の内訳となっ

ているところであります。次の保険料等負担金２，８８９万１，０００円でありますが、

保険料の特別徴収分９２８万７，０００円、普通徴収分１，１３５万円、滞納繰り越し分

１，０００円、保険基盤安定の繰り入れ分８２５万３，０００円の内訳となっております。

これらについては、ともに広域連合からの通知額で予算計上したところでございます。

次のページをお開きください。３款１項１目後期高齢者健診事業費、予算額７２万２，

０００円、前年比２６万２，０００円の減であります。１９節、健康診査委託料３２万２，
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０００円でありますが、後期高齢者医療加入者の通常の健診委託料を前年度より５名多い

３０名分として昨年度から始めました旭川がん検診センターで行っております送迎つき健

診の委託料を昨年度と同じ１０名分を本年度予算計上したところでございます。次の１９

節、人間ドック受診助成金４０万円でありますが、過去の実績をもとに、本年度は２０名

分を予算計上したところであります。

次のページをお願いいたします。４款１項１目保険料還付金から次のページ、５款１項

１目予備費まで、科目存置でありますので、特に説明はございません。

以上で歳出の説明を終わらせていただきます。

次に歳入の説明をいたしますので、戻りまして６ページ、７ページお開きください。１

款１項１目特別徴収保険料、予算額９２８万７，０００円、前年比３万７，０００円の増、

１節現年度分で９２８万７，０００円、２目普通徴収保険料、予算額１，１３５万１，０

００円、前年比５１８万３，０００円の増、これにつきましては広域連合から示された保

険料の総額２，０６３万７，０００円を平成２８年の１０月以降の特別徴収と普通徴収の

区分割合でそれぞれ振り分けたもので、特別徴収分で４５％、９２８万７，０００円、普

通徴収分で５５％、１，１３５万円としたところでございます。

次のページをお開きください。２款１項１目一般会計繰入金、予算額１，０４６万５，

０００円、前年比１０４万７，０００円の減となっております。１節事務費繰入金２２１

万２，０００円でありますが、内訳といたしまして町の特別会計事務費分の一般管理費２

２万２，０００円、徴収費４万１，０００円で合計２６万３，０００円、健診事業分であ

りますが、広域連合から受診者に１割の負担を求めているところでありますが、本町の場

合は従前から基本健診同様に受診者負担をゼロとすることから、被保険者の負担額相当分

を措置しているものであり４万６，０００円を計上したところでございます。人間ドック

助成分は２０名分を見込みまして、長寿健康増進事業補助金１，０００円を見込んでおり

ますので、差し引き３９万９，０００円となっております。その他に広域連合分の事務費、

いわゆる共通経費でございますが、これが１５０万４，０００円となっております。次の

保険基盤安定繰入金８２５万３，０００円でありますが、これについては低所得者等の減

額賦課に対する繰入金で、道が４分の３、一般会計で措置する分が４分の１となっており、

道の負担分については一般会計で受け入れて後期高齢者会計へ繰り入れするものでありま

す。

次のページをお願いいたします。３款１項１目繰越金、予算額１，０００円、この目に

つきましては科目存置でありますので、特に説明はございません。

次のページをお願いいたします。４款１項１目延滞金から３項１目預金利子、ここまで

全て前年度同額でございますので、特に説明はございません。

次に、４項１目後期高齢者医療広域連合受託事業収入、予算額２７万６，０００円、前

年比３万５，０００円の増となっております。１節、健康診査受託料でありますが、健診

受診者４０名分を見込んだところでございます。
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次に、５項１目雑入、予算額３，０００円、前年度同額であります。この目につきまし

ては説明はございません。

以上で歳入の説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。

事項別明細書、歳出、１５ページから質疑を受けます。１５ページ、１６ページ、質疑

ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １７ページ、１８ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １９ページ、２０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２１ページ、２２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２３ページ、２４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 事項別明細書、歳入、６ページから質疑を受けます。６ページ、

７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８ページ、９ページ、質疑ありませんか。

中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 前ページでもよろしいでしょうか、６ページ、７ページに戻らせ

てもらっていいでしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） はい、わかりました。

〇３番（中川秀雄君） 保険税の関係でよろしいですか。

〇委員長（齋藤雅文君） はい。

〇３番（中川秀雄君） 保険税の関係なのですけれども、先般課長の概要説明で、去年か

ら見ましてかなり保険料自体が上がっているのだけれども、それは被保険者の課税ベース、

収入が要するに増えているからそうなっているのではないかという説明でしたが、実際に

そういう事実はあるのでしょうか。どうも違うような気するのですけれども。

〇委員長（齋藤雅文君） 住民課主幹。

〇住民課主幹（岩本美佐江君） お答えさせていただきます。

高齢者の方の所得上がっているのは事実です。そのため保険税も上がっているというの

は間違いないと思います。

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。

〇３番（中川秀雄君） 課税のルール自体もちょっと変わってきていると思うのです。例

えば所得割の低所得者割が５割から２割になるとか、あるいは被用者保険の家族が後期高
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齢者になった場合に、その頭割りとなる、均等割が７割の軽減から５割になったとか、そ

ういう制度改正もあるものですから、その点で上がっているのではないかなと思ったので

すけれども、そういう事態ではないのですか。

〇委員長（齋藤雅文君） 住民課主幹。

〇住民課主幹（岩本美佐江君） 先月課長のほうから概要説明、７割に軽減される内容が

まだ議会に通っていないため本年度の予算のほうには何も反映されていないのです。今現

在は昨年度の保険税の計算の仕方での出し方としているので、また６月に変更になると補

正でお願いするような形になると思われます。

〇委員長（齋藤雅文君） 中川委員。

〇３番（中川秀雄君） ６月の補正で場合によってはさらに保険税が広域から請求が上が

ってくる可能性もあるということで理解してよろしいのでしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 住民課長。

〇住民課長（竹谷浩昌君） まだ詳しい計算しておりませんので、上がる、下がる、個人

によっては上がるかもしれませんけれども、若干の増減があるというふうに答弁させても

らったところでございますが、詳しい計算についてはこれから行っていきますが、今のと

ころははっきり上がるというふうにも言えませんという状況でございますので、ご理解い

ただきたいと思います。

〇委員長（齋藤雅文君） ８ページ、９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０ページ、１１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２ページ、１３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入歳出全般について質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これをもちまして後期高齢者医療特別会計予算の質疑を終わり

ます。

暫時休憩いたします。

休憩 午前 ９時５０分

再開 午前 ９時５１分

〇委員長（齋藤雅文君） 休憩を閉じまして質疑に入ります。

議案第２７号 平成２９年度幌加内町介護保険特別会計予算の説明及び質疑を行います。

事項別明細書、歳出より説明を願います。

保健福祉課長。
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〇保健福祉課長（中河滋登君） それでは、介護保険特別会計の説明をいたしますので、

予算書の２３ページ、２４ページをお開き願います。１款１項１目一般管理費から次のペ

ージ、２５、２６ページの２目認定調査費までは特に申し上げることはございません。

２７ページ、２８ページをお願いいたします。２款１項１目居宅サービス給付費、本年

度２，３００万円、前年比２５０万円の減でございます。１９節負担金、補助及び交付金、

支援サービス分が総合事業に移行となっておりますので、前年比、対象者２２名減が要因

でございます。

２目地域密着型サービス給付費、本年度１億１，０３４万７，０００円、前年比５４万

４，０００円の減でございます。１９節負担金、補助及び交付金、小規模多機能スマイル

ホームえんは１１人から１２人で予算積算しておりますけれども、介護度が下がるなどし

て５４万４，０００円の減となっているところでございます。

３目施設サービス給付費、本年度１，６８１万円、前年比５９９万円の減でございます。

１９節負担金、補助及び交付金、療養型病床分８８９万９，２００円の皆減が主な要因で

ございます。

続きまして、４目福祉用具購入費及び５目住宅改修費につきましては、前年度同額を計

上しているところでございます。

６目居宅サービス計画給付費、本年度２４３万８，０００円、前年比１８６万２，００

０円の減でございます。これにつきましても予防分は総合サービスに移行していますので、

対象者４７人から１９人に減となったものが要因でございます。

７目審査支払手数料は、前年同額を計上しております。

２項１目高額サービス費、本年度４１４万３，０００円、前年比６９万２，０００円の

減となっております。１９節負担金、補助及び交付金、高額サービス費ですが、施設分２

９万２，０００円、地域密着分で４０万円の減となっているところでございます。

２目高額医療合算サービス費につきましては、前年同額を計上しているところでござい

ます。

３項１目特定入所者サービス費、本年度２，０４４万７，０００円、前年比７５万３，

０００円の減でございます。この件については特に申し上げることはございませんので、

次のページをお願いいたします。

３款１項１目財政安定化基金拠出金についても科目存置でございますので、次のページ

をお願いいたします。

４款１項１目介護予防・生活支援サービス事業費、本年度９１８万５，０００円、前年

比６２１万６，０００円の増となっております。２９年度からスタートする総合事業に対

応するために介護予防施策費から名称変更した目でございます。２節の給料３０万７，０

００円、これは地域包括職員１名分の４月給料分、それから１３節でございますけれども、

それぞれ通所型サービス業務委託料、社協委託になりますが、１９２万３，０００円、こ

れに関しては１回１５人で月４回の１２月分を見てございます。訪問型サービス業務委託
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料、これも社協委託で考えております。７５万２，０００円ですが、１回７名、月４回、

１２月分を見ているところでございます。運動指導士派遣業務委託料９９万３，０００円、

通所型のため、理学療法士に対しまして月１回、１２月分を見て、専門的見地からの指導

ということでお願い申し上げることで計上しているところでございます。１９節負担金、

補助及び交付金で居宅サービス給付費、予防に係るサービス分を５２０万円、２８年度実

績で見込んでいるところでございます。

２目一般介護予防事業費、本年度７３万９，０００円、前年比皆増の７３万９，０００

円でございます。介護予防地域支援事業として新たに目を設けております。この部分につ

きましては６５歳以上の高齢者の方のおたっしゃ健診１５０名分、頭の健康教室、健脚ク

ラブ、老人クラブの口腔機能向上事業を対象に７節賃金から１３節委託料まで所要の予算

を計上しているものでございます。この２目につきましては、従前の介護予防施策費から

法に合わせて切りわけたものでございますので、ご了解のほどよろしくお願いいたします。

続きまして、２項１目包括的支援事業費、本年度１，１４２万１，０００円、前年比８

１１万１，０００円の増でございます。２節給料で一般職給料は３３８万６，０００円、

これも同様に地域包括センター職員の介護支援専門員への指導や介護予防プラン作成、介

護に関する相談１名分、１１カ月分の給料を見てございます。１１節需用費については特

にございませんので、次のページをお願いいたします。１９節負担金、補助及び交付金で

生活支援体制整備事業活動補助金で８００万円でございますけれども、条例改正のときに

も申し上げましたが、総合事業の協議体を北部、南部に立ち上げるための補助金として、

各協議体に４００万円として予算を計上しているところでございます。

２目任意事業費、本年度２０万円、前年比１０万円の減でございますけれども、これに

つきましては例年説明しておりますとおり、要介護４、５の在宅者で非課税世帯に対して

介護用品を支給するもので、前年比１名減の２名分を計上しているところでございます。

３項１目審査支払手数料、本年度８万４，０００円、前年比８万４，０００円の皆増で

ございますけれども、これは総合事業、地域支援事業分で審査支払手数料、７０円掛ける

１００件の１２月分を新たに予算計上しているところでございます。

次のページをお願いいたします。５款基金積立金から次の６款諸支出金、次のページ、

７款公債費、最終ページでございますけれども、８款予備費について特に申し上げること

はございませんので、歳出の説明はこれで終わらせていただきたいと思います。

戻って歳入の６ページ、７ページをお願いいたします。１款１項１目第１号被保険者保

険料、本年度３，１９５万１，０００円、前年比１０１万７，０００円の増でございます。

現年度分で３，０９３万３，０００円でございますけれども、第１号被保険者につきまし

ては前年比１９名減の６２３名で算出をしているところでございます。２節過年度分につ

いては、科目存置でございます。

次のページをお願いいたします。２款１項１目介護給付費負担金、本年度３，００５万

５，０００円、前年比２１３万３，０００円の減でございます。これにつきましては、１
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節現年度分で３，００５万４，０００円ですが、給付費のうちの施設分１５％、その他２

０％の割合で算出したものを予算計上しているところでございます。２節過年度分は、科

目存置でございます。

２項１目調整交付金でございます。１節現年度分で１，４２３万３，０００円で、前年

比９８万４，０００円の減でございますけれども、介護給付費の総額７．９８％の割合で

見込んで計上しているものでございます。

続きまして、２目地域支援事業交付金、本年度１，１９１万３，０００円、前年比１，

０１２万円の増でございます。地域支援事業費で３９１万３，０００円この内訳について

申し上げさせていただきます。介護予防生活支援サービス費９１８万５，０００円の２５

％、一般介護予防事業７３万９，０００円の２５％、包括的支援事業３４２万１，０００

円の３９％、後ほど出てまいりますが、支払手数料８万４，０００円の２５％ということ

で、ルールどおりの算出により予算計上したものでございます。生活支援体制整備事業８

００万円につきましては、歳出で申した分の歳入分でございます。

それでは、次のページをお願いいたします。３款１項１目介護給付費交付金でございま

す。本年度４，９９３万９，０００円、前年比３４５万５，０００円の減でございます。

これにつきましては、保険給付費の２８％の負担割合で計上しているものでございます。

２節過年度分につきましては、科目存置でございます。

２目地域支援事業交付金、本年度２５７万１，０００円、前年比１８７万３，０００円

の増でございます。現年度分で２５７万１，０００円、地域支援事業交付金でございます

けれども、これは介護予防生活支援サービス事業、先ほども申し上げましたが、９１８万

５，０００円を２８％の割合で算出したものでございます。

それでは、次のページをお願いいたします。４款１項１目介護給付費負担金、本年度２，

７９０万６，０００円、前年比１８７万９，０００円の減でございます。１節現年度分で

２，７９０万５，０００円ですが、介護給付費負担金、保険給付費の施設分１７．５％、

その他分１２．５％の割合で算出したものでございます。過年度分につきましては、科目

存置でございます。

続きまして、２項１目地域支援事業交付金、本年度１９５万６，０００円、前年比１０

６万円の増でございます。これは道分でございまして、先ほど申し上げました介護予防生

活支援サービス費の１２．５％、一般介護予防事業の１２．５％、包括的支援事業の１９．

５％、任意事業がございますけれども、その１９．５％、審査手数料の１２．５％という

ことでルールどおりに計算し、計上しているものでございます。

次のページをお願いいたします。５款財産収入については特にございません。

次のページをお願いいたします。６款１項１目一般会計繰入金、本年度２，７３１万７，

０００円、前年比１３４万８，０００円の減でございます。介護給付費繰入金、保険給付

費の１２．５％で算出したものを計上しております。事務費繰入金２７６万２，０００円

でございますけれども、これにつきましては歳出、１款総務費の全額分でございます。地
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域支援事業繰入金でございますが、これも先ほど申しました介護予防生活支援サービスの

１２．５％、一般介護予防事業の１２．５％、包括的支援事業の１９．５％、任意事業の

１９．５％、審査手数料の１２．５％と、これもルールどおり計上したものでございます。

その下、低所得者保険料軽減事業につきましては３０万８，０００円で本年度は計算し、

計上しているところでございます。

２項１目基金繰入金、本年度４２０万７，０００円、前年比２０８万８，０００円の減

でございます。１節基金繰入金で４２０万７，０００円でございますけれども、本会計全

体の所要額から特定財源を差し引いた不足額を基金取り崩しで充当するもので予算を計上

しているところでございます。

次のページをお願いいたします。７款から次のページの２０ページ、２１ページ、８款

諸収入の第２項預金利子までは特に申し上げることはございません。

３項１目雑入で本年度８０万７，０００円、前年比５６万２，０００円の増でございま

すけれども、利用者負担金として８０万６，０００円計上しております。これは、歳出に

係る通所型及び訪問型のサービス事業の利用者負担、食事負担、頭の健康教室利用料を本

年度より雑入として収入することで予算を計上してございます。この関係は、総合事業の

関係で個人負担分の見込み額を計上しているところでございます。

歳入については以上で説明を終わらせていただきまして、戻って３ページ、４ページを

お願いいたします。事項別明細書の総括、歳入歳出とも２億２８６万２，０００円として

収支バランスをとっているところでございます。

この予算の関係の最終ページには先ほど申し上げました職員の給与費明細を付けており

ますので、お目通しのほどをよろしくお願いいたします。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。

事項別明細書、歳出、２３ページから質疑を受けます。２３ページ、２４ページについ

て質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２５ページ、２６ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２７ページ、２８ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２９ページ、３０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３１ページ、３２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３３ページ、３４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）
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〇委員長（齋藤雅文君） ３５ページ、３６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３７ページ、３８ページです。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ３９ページ、４０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ４１ページ、４２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 今度は歳入のほう、６ページに戻ってください。６ページ、７

ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８ページ、９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０ページ、１１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２ページ、１３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １４ページ、１５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６ページ、１７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １８ページ、１９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２０ページ、２１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入歳出全般について質疑を受けます。全般について質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これをもちまして介護保険特別会計予算の質疑を終わります。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時１３分

再開 午前１０時２６分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じまして審査を続けます。

これから議案第２８号 平成２９年度幌加内町簡易水道事業特別会計予算の説明及び質
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疑を行います。

事項別明細書、歳出より説明をお願いします。

建設課長。

〇建設課長（小野田倫久君） それでは、簡易水道会計の歳出から説明させていただきま

す。１９ページ、２０ページのところを見ていただきたいと思います。１款１項１目一般

管理費です。予算額で４５万３，０００円、前年比で５万４００円の減でございます。こ

の目については説明は特にありません。

次に、２目財産管理費、予算額３，１３６万１，０００円、前年比で１８６万９，００

０円の減でございます。ここにつきましては、１１節の中で特別修繕料２０５万５，００

０円がございますが、内訳としましては湖南施設の次亜塩素注入設備修繕、１４８万円、

政和施設の自家発電バッテリー交換で５７万５，０００円の内訳となっております。次に、

１３節委託料１，５４１万１，０００円でございますけれども、前年と比べますと８００

万円ほど減となっております。前年に水道事業の統合認可の申請業務委託料を計上してい

たために減となっております。次に、１５節工事請負費でございますが、水道メーター器

の取りかえ工事４６４万４，０００円でございます。これは、計量法に基づくメーター器

の更新でございます。今年度は９２基のメーター器の取り替えを予定しております。その

下、幌加内簡易水道上幌加内地区の水道新設工事２０３万１，０００円でございますが、

これにつきましては１件新規加入者の要望がございました。延長１５７メートルの管路を

引くものでございます。次のページをお開きいただきたい思います。２１、２２ページ、

このページについては特に説明にございません。

次のページをまたお願いいたします。２３、２４ページでございます。２款１項１目元

金、予算額３，７７９万９，０００円、前年比で８８５万２，０００円の増になっており

ます。２３節償還金、利子及び割引料で償還元金で３，７７９万９，０００円でございま

す。これにつきましては、過疎債分の償還が１，１７０万５，０００円、簡水債分の償還

が２，６０９万３，０００円の内訳となっております。

次に、２目利子ですけれども、予算額７５４万７，０００円、前年比で１０６万１，０

００円の減となっております。２３節で償還金、利子及び割引料で７５４万７，０００円

の計上で、内訳は過疎債分が５３万３，０００円、簡水債分が７０１万３，０００円とな

っております。平成２８年度末の起債残高としましては、過疎債で９，４８８万５，６１

４円、簡水債で２億９，２０９万３，１５３円となっております。ここは以上でございま

す。

次のページをお開きください。２５、２６ページです。３款１項１目予備費でございま

す。予算額１，０００円で前年同額となっております。この目については特に説明ござい

ません。

以上で歳出の説明を終わります。

次に、歳入の説明をしますので、６ページ、７ページのほうをお開きいただきたいと思
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います。６ページ、７ページ、１款１項１目工事負担金及び２項１目工事分担金でござい

ますけれども、ここにつきましては分担金で予算額が１万２，０００円、前年比で１万円

の増でございます。１節給水工事分担金でございます。１万１，０００円でございますが、

上幌加内で先ほど１件の新規加入ございますということで説明させていただきましたが、

その分の計上でございます。このページは以上でございます。

次のページ、８ページ、９ページ開いていただきたいと思います。２款１項１目水道使

用料、予算額が２，３８０万１，０００円、前年比で１８２万９，０００円の増でござい

ます。１節で水道使用料２，３８０万円でございますが、内訳は基本料金で前年比７２件

増の７６７件、超過料金で前年比７，１６１トン増の９万２，８９２トンを見込んでおり

ます。増の理由としましては、長留内雑用水分統合のために金額等増加しているところで

ございます。

次、２項１目諸手数料でございます。この目については科目存置でございますので、特

に説明はございません。

次のページをお開きいただきたいと思います。１０ページ、１１ページでございます。

３款１項１目財産貸付収入です。予算額が２６２万４，０００円、前年比で２４万７，０

００円の増でございます。１節でメーター器貸付料２６２万３，０００円の計上でござい

ますが、内訳は前年比で７２件増の７６７件、先ほど言ったとおり長留内雑用水の統合の

分が増になったものでございます。このページは以上です。

次のページをお開きください。１２ページ、１３ページでございます。４款１項１目他

会計繰入金です。予算額が５，０７１万５，０００円、前年比で３７８万２，０００円の

増であります。１節で一般会計繰入金５，０７１万５，０００円の計上でございます。こ

れは、一般会計で説明しましたとおり、繰り出し基準内分と基準外分、これを繰り入れる

ものでございます。

次のページをお開きください。１４ページ、１５ページになります。５款１項１目繰越

金です。この目につきましては科目存置でございますので、特に説明はありません。

次のページをお開きください。１６、１７ページです。６款１項１目延滞加算金、それ

から２項１目預金利子、３項１目の雑入、これ全て科目存置となっております。説明は特

にありません。

以上で歳入のほうの説明を終わります。

次に、３、４ページのほうをお開きいただきたいと思います。３ページ、４ページでご

ざいます。事項別明細書の総括でございますけれども、歳入歳出予算総額をそれぞれ７，

７１６万１，０００円として歳入歳出のバランスをとっております。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。

事項別明細書、歳出、１９ページから質疑を受けます。１９ページ、２０ページについ

て質疑ありませんか。
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小関委員。

〇５番（小関和明君） 財産管理費のところでお尋ねをさせていただきたいと思います。

委託料で前年度は湖南、政和、幌加内と、こういう振り分けになっていたと思うのです

が、本年度は一括して幌加内簡易となっています。正確な位置、状況は確認していません

けれども、長留内の部分がなくなったことも含めると管理費が変わらないような気がする

のですが、その点はどういう算定になっているのでしょうか。

〇委員長（齋藤雅文君） 建設課長。

〇建設課長（小野田倫久君） お答えいたします。

今回２９年度から湖南、政和、幌加内、長留内が合体しまして、幌加内簡易水道施設委

託料ということで１，０７０万３，０００円の計上となっております。基本的には長留内

が新規で入ってきている分なので、その分に係る費用はプラスになっております。それと、

中の見直しのあった部分、作業の見直し等あった部分も含めて約１００万円ぐらい去年の

委託料の合計と比べますと多くなっております。その分は単純に長留内雑用水が増えた分

と大体考えていただいても結構だと思います。

以上でございます。

〇委員長（齋藤雅文君） ほかに１９ページ、２０ページ、ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２１ページ、２２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２３ページ、２４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２５ページ、２６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 続きまして、事項別明細書、歳入、６ページから質疑を受けま

す。６ページ、７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ８ページ、９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０ページ、１１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２ページ、１３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １４ページ、１５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６ページ、１７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）
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〇委員長（齋藤雅文君） 歳入歳出全般について質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これをもちまして簡易水道事業特別会計予算の質疑を終わらせ

ていただきます。

では、続きまして議案第２９号 平成２９年度幌加内町下水道事業特別会計予算の説明

及び質疑を行います。

事項別明細書、歳出より説明を願います。

建設課長。

〇建設課長（小野田倫久君） それでは、下水道事業の説明をさせていただきます。

歳出、１９ページ、２０ページのほうをお開きください。１款１項１目一般管理費です。

予算額が１０万１，０００円、前年比で３万６，０００円の減となっておりますが、この

目については特に説明ございません。

次に、２目財産管理費、予算額１，７９５万３，０００円、前年比で２６３万７，００

０円の増でございます。１１節で特別修繕費２２１万４，０００円でございます。内訳と

幅は、農集の高分子凝集剤注入ポンプのオーバーホール、これがございます。それと、上

澄みの水引き抜き装置の分解整備、これは４台のうちの２台、これを実施するものでござ

います。次に、１３節委託料のほうですけれども、農業集落排水施設機能診断調査業務委

託料２２９万円でございますが、内訳は平成３０年までに最適整備構想、これを策定する

ための委託料を実施するものでございます。それを計上させていただいております。この

ページは以上でございます。

次のページをお開きください。２１、２２ページ、３目浄化槽管理費、予算額が２，１

２８万円、前年比で１２万１，０００円の増でございます。１２節で浄化槽の汚泥処理手

数料１２２万１，０００円でございますが、この部分につきましては昨年までは委託料の

中に計上しておりました。北空知衛生センター組合の手数料取り扱いの変更で役務費に計

上するものとなっております。ということで、１３節の委託料からはこの分が減額されて

いるような形になっております。次に、１５節工事請負費で合併処理浄化槽の設置工事７

７７万６，０００円の計上でございますが、例年水洗トイレの設置希望の対応のため３基

分を予算を計上させていただいているところでございます。このページは以上でございま

す。

次のページ、２３、２４ページをお開きください。２款１項１目元金、予算額２，６５

２万８，０００円、前年比で７１万２，０００円の減でございます。２３節で償還元金で

２，６５２万８，０００円でございますが、内訳は過疎債分で５５万５５２円、下水道債

分で２，５９７万７，０７５円となっております。

次に、２目利子です。予算額６１２万円、前年比で４８万３，０００円の減でございま

す。２３節償還利子６１２万円でございますが、内訳としまして過疎債分で４万８，７９

１円、下水道債分で６０７万９６０円の内訳となっております。なお、平成２８年度末の
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起債残高は、過疎債で８５０万９，０８４円、下水道債分で３，５１１万１，２９０円と

なっております。ここは以上でございます。

次のページをお開きください。３款１項１目の予備費です。予算額１，０００円で前年

同額となっております。この目については特に説明ございません。

以上で歳出の説明を終わります。

次に、歳入の説明を行いますので、８ページ、９ページのほうをお開きいただきたいと

思います。８ページ、９ページ、１款１項１目浄化槽使用料、予算額が１，０００万円、

前年比で８万９，０００円の減となっております。１節で浄化槽使用料９９９万９，００

０円の計上でございます。ここでは前年比で４件減の２０２件を見込んで計上させていた

だいております。

次に、２目下水道使用料、予算額１，５５７万５，０００円、前年比１６万５，０００

円の減となっております。１節で下水道使用料１，５５７万４，０００円でございますが、

ここでは前年比基本料金で８件減の４４３件、超過料金で１，２８２トン減の３万９，４

５３トンを見込んで予算を計上させていただいております。

次のページをお開きいただきたいと思います。１０ページ、１１ページです。２款１項

１目他会計繰入金です。予算額が３，９７０万５，０００円、前年比で１７８万１，００

０円の増となっております。１節で一般会計繰入金３，９７０万５，０００円でございま

すが、これは一般会計歳出で説明しましたとおり、基準内分と基準外分の繰出金を同額繰

り入れるものでございます。

次のページをお開きいただきたいと思います。１２ページ、１３ページになります。３

款１項１目繰越金です。予算額は１，０００円で、前年同額となっております。この目に

ついては特に説明ございません。

次のページをお開きください。１４ページ、１５ページ、４款１項１目雑入でございま

す。この目についても今年度の予算２，０００円と前年同額になっております。科目存置

でございますので、特に説明はございません。

次のページをお開きください。１６ページ、１７ページでございます。５款１項１目下

水道事業債、予算額で６７０万円、前年同額でございます。１節で個別排水処理施設の整

備事業債６７０万円の計上でございます。これについては、歳出でも説明しておりますけ

れども、合併処理浄化槽設置工事３基分、これの財源として予定しているものでございま

す。

以上で歳入のほうの説明を終わります。

次に、５ページ、６ページをお開きいただきたいと思います。５ページ、６ページ、事

項別明細書の総括でございます。歳入歳出の予算総額をそれぞれ７，１９８万３，０００

円として、歳入歳出のバランスをとるものでございます。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） 説明が終わりました。
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事項別明細書、歳出、１９ページから質疑を受けます。１９ページ、２０ページ、質疑

ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２１ページ、２２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２３ページ、２４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２５ページ、２６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 続きまして、事項別明細書、歳入、８ページから質疑を受けま

す。８ページ、９ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １０ページ、１１ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １２ページ、１３ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １４ページ、１５ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １６ページ、１７ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入歳出全般について質疑を受けます。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これをもちまして下水道事業特別会計予算の質疑を終わります。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時５０分

再開 午前１０時５１分

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、休憩を閉じまして審査を続けます。

議案第３０号 平成２９年度幌加内町奨学資金特別会計予算の説明及び質疑を行います。

事項別明細書、歳出より説明をお願いします。

教育次長。

〇教育次長（清原吉典君） 歳出からご説明いたします。１８ページをお願いいたします。

１款１項１目奨学資金、本年度５６４万円、３６万円の減額でございます。２１節の貸付

金５６４万円の内訳ですけれども、継続が３名と新規で７名分、合計１０名分の予算とな

っております。また、平成２５年度から入学支度金についても貸し付けておりまして、申
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し込みが多数あった場合には補正により対応いたしますので、ご理解お願いいたします。

次のページをお願いいたします。２款１項１目基金積立金、本年度１０万４，０００円、

４，０００円の減でございます。２５節の積立金、基金積立金ですけれども、寄附金を原

資として積み立てているものでございます。

以上で歳出の説明を終わります。

次に、歳入の説明を行いますので、７ページ、８ページをお願いいたします。１款１項

１目一般会計繰入金、本年度、前年同額の１，０００円でございます。１節の一般会計繰

入金１，０００円ですけれども、科目存置として計上しております。

次に、２項１目基金繰入金、本年度３７０万９，０００円、１５万円の増額でございま

す。１節基金繰入金３７０万９，０００円ですけれども、貸付金と返還費の差が不足が生

じる場合、基金から繰り入れしまして歳入歳出のバランスをとっているものでございます。

次のページをお願いいたします。２款１項１目返還金、本年度１９２万円、５１万円の

減でございます。１節返還金１９２万円ですけれども、１３名分としまして、内訳が大学

６名、専門学校３名、高校４名の返還ということになっております。

次のページをお願いいたします。３款１項１目寄付金、本年度、前年同額の１０万円で

ございます。この目については特に説明ありません。

次のページをお願いいたします。４款１項１目基金利子、本年度４，０００円、４，０

００円の減額でございます。１節の基金利子４，０００円ですけれども、基金積立金の利

息として収入するため計上しております。

次のページをお願いいたします。５款１項１目繰越金でございます。本年度、前年同額

の１万円でございます。この目については特に説明はありません。

以上で歳入の説明を終わります。

つぎに、事項別明細書、４ページ、５ページをお開きください。４ページ、５ページ目

です。歳入歳出ともに５７４万４，０００円とし、歳入歳出のバランスをとっているもの

でございます。

なお、前のページに第２表、債務負担行為を掲載しておりますので、後ほどお目通し願

います。

以上で説明を終わります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。

〇委員長（齋藤雅文君） それでは、説明が終わりましたので、これから質疑に入ります。

事項別明細書、歳出、１８ページから質疑を受けます。１８ページ、１９ページ、質疑

ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ２０ページ、２１ページについて質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 事項別明細書、歳入のほうの７ページから質疑を受けることに

します。７ページ、８ページについて質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） ９ページ、１０ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １１ページ、１２ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １３ページ、１４ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） １５ページ、１６ページ、質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入歳出全般について質疑を受けます。全般について質疑あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） これをもちまして奨学資金特別会計予算の質疑を終わります。

以上で全会計の質疑が終了いたしました。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時５７分

再開 午前１０時５８分

〇委員長（齋藤雅文君） 委員会を再開いたします。

これから議案ごとに順次討論を行います。

議案第２４号 平成２９年度幌加内町一般会計予算について討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。

次に、議案第２５号 平成２９年度幌加内町国民健康保険特別会計予算について討論あ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） なしと認めます。

次に、議案第２６号 平成２９年度幌加内町後期高齢者医療特別会計予算について討論

ありませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。

次に、議案第２７号 平成２９年度幌加内町介護保険特別会計予算について討論ありま

せんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。
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次に、議案第２８号 平成２９年度幌加内町簡易水道事業特別会計予算について討論あ

りませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。

次に、議案第２９号 平成２９年度幌加内町下水道事業特別会計予算について討論あり

ませんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。

次に、議案第３０号 平成２９年度幌加内町奨学資金特別会計予算について討論ありま

せんか。

（「なし」の声あり）

〇委員長（齋藤雅文君） なしと認めます。

これで討論を終わります。

それでは、これから議案ごとに順次採決を行います。

この採決は、挙手により行います。

まず、議案第２４号 平成２９年度幌加内町一般会計予算の件を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

（賛成者挙手）

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。

したがって、議案第２４号は原案のとおり可決すべきと決定しました。

次に、議案第２５号 平成２９年度幌加内町国民健康保険特別会計予算の件を採決いた

します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

（賛成者挙手）

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。

したがって、議案第２５号は原案のとおり可決すべきと決定いたしました。

次に、議案第２６号 平成２９年度幌加内町後期高齢者医療特別会計予算の件を採決い

たします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

（賛成者挙手）

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。

したがって、議案第２６号は原案のとおり可決すべきと決定しました。

次に、議案第２７号 平成２９年度幌加内町介護保険特別会計予算の件を採決いたしま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

（賛成者挙手）
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〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。

したがって、議案第２７号は原案のとおり可決すべきと決定しました。

次に、議案第２８号 平成２９年度幌加内町簡易水道事業特別会計予算の件を採決いた

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

（賛成者挙手）

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。

したがって、議案第２８号は原案のとおり可決すべきと決定しました。

次に、議案第２９号 平成２９年度幌加内町下水道事業特別会計予算の件を採決いたし

ます。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

（賛成者挙手）

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。

したがって、議案第２９号は原案のとおり可決すべきと決定しました。

次に、議案第３０号 平成２９年度幌加内町奨学資金特別会計予算の件を採決いたしま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。

（賛成者挙手）

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。

したがって、議案第３０号は原案のとおり可決すべきと決定しました。

以上をもちまして本委員会に付託された議案第２４号から議案第３０号までの平成２９

年度各会計予算の審査は全部終了いたしました。

なお、議長への審査結果報告文につきましては、委員長に一任願います。

本委員会は、３月１４日の本会議で付託されました平成２９年度の一般会計外全７件の

予算を慎重かつ精力的に審査をし、本日をもって審査を終了することができました。この

ことは委員、説明員各位のご協力によるものでありまして、厚くお礼を申し上げます。予

算審査特別委員会としての役割はこれをもって終了となりますが、議決した予算について

は議会としての責任も大変大きいものがあります。これが期待する行政効果を上げて町民

の福祉向上につなげていけるよう、今後の議会活動に向けて委員皆様のさらなるご活躍を

ご期待し、閉会のご挨拶といたします。

◎閉会の宣告

〇委員長（齋藤雅文君） これをもちまして予算審査特別委員会を閉会いたします。

大変ご苦労さまでした。ありがとうございました。

閉会 午前１１時０６分


